
地域医療連携たより 
群群馬馬県県立立心心臓臓血血管管セセンンタターー  

当当セセンンタターーはは《地地域域医医療療支支援援病病院院》でですす。。  

70 No. 
 
 

内内藤藤院院長長よよりり新新年年挨挨拶拶  

河河口口室室長長よよりり新新年年挨挨拶拶  

ミミニニレレククチチャャーー  

「「心心房房細細動動だだけけじじゃゃなないい？？潜潜因因性性脳脳梗梗塞塞のの原原因因診診断断をを深深掘掘りりすするる  ――塞塞栓栓源源ととななりりううるる心心疾疾患患ああれれここれれ――」」  

第第 9911回回群群馬馬県県立立心心臓臓血血管管セセンンタターー症症例例検検討討会会ミミニニレレククチチャャーーよよりり    循循環環器器内内科科第第三三部部長長  山山下下  英英治治  

放放射射線線課課よよりり／／CCTT室室増増設設ののごご案案内内  

第第 1166回回登登録録医医大大会会ののごご報報告告  

令令和和 66年年 11月月度度外外来来担担当当医医一一覧覧表表  

群馬県立心臓血管センター 
地域医療連携室 

〒371-0004群馬県前橋市亀泉町甲 3-12  
TEL:027-269-7455 (内線 2040・2043)／FAX:027-269-7286 
URL:https://www.cvc.pref.gunma.jp/ 

令和 6年 1月発行 



 

内藤
ないとう

 滋人
し げ と

 
 

群馬県立心臓血管センター 

院長 

 
・日本内科学会認定医  

・日本循環器学会専門医  

・日本不整脈学会専門医  

・ ICD 認定医  

・CRT 認定医  

 

令
和
6
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
、
群
馬
県
立
心
臓
血
管

セ
ン
タ
ー
と
の
地
域
医
療
連
携
に
お

き
ま
し
て
、
患
者
さ
ん
の
紹
介
、
逆
紹

介
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
は
平
成

19
年
よ
り
、
地
域
医
療
支
援
病
院

と
し
て
病
診
・
病
病
連
携
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
令
和
5
年
ま
で

の
間
に
、
登
録
医
師
数
、
医
療
機

関
は
着
実
に
増
加
し
、
現
在
664
名

の
登
録
医
の
先
生
方
お
よ
び

522

の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
ご
支
援

に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
が

5
類

へ
移
行
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の

第
9
波
は
想
定
以
上
に
大
き
く
、

ま
だ
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
が
取
り
戻

せ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
、
症
例
検
討
会
や
院
外

講
師
に
よ
る
学
術
講
演
会
な
ど

を
、W

e
b

を
通
じ
て
皆
様
に
届
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
し
ま
し
た
。
さ

ら
に1

0

月
に
は
、
４
年
ぶ
り
に
登

録
医
大
会
を
対
面
で
行
う
こ
と
が

で
き
、
登
録
医
の
先
生
方
と
深
い

交
流
が
で
き
た
と
同
時
に
、
最
新

医
療
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
年
も
先
生
方
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

W
e
b

も

併
用
し
て
、
皆
様
に
最
新
情
報
を

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
の
特
色
を
改
め
て

ご
紹
介
し
ま
す
と
、
臨
床
面
で
は
，

①
虚
血
部
門
は
、
急
性
冠
症
候
群

に
対
す
る
冠
動
脈
形
成
術
を
筆
頭

に
様
々
な
治
療
を
、2

4

時
間
体
制

で
安
全
か
つ
確
実
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
②
不
整
脈
部
門
は
、
感
染

リ
ー
ド
抜
去
お
よ
び
左
心
耳
閉
鎖

デ
バ
イ
ス
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
カ
テ

ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
数
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
③
心
臓
血
管
部
門

は
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
、
大

動
脈
疾
患
、
弁
膜
症
等
に
対
す
る

手
術
の
ほ
か
、
低
侵
襲
心
臓
手
術

や
先
進
的
な
治
療
（
植
込
型
補
助

人
工
心
臓
治
療
等
）
に
取
り
組
み
、

特
に
大
動
脈
解
離
の
手
術
は
県
内

最
後
の
砦
と
な
っ
て
い
ま
す
。
④

各
部
門
を
超
え
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
を
活
用
し
、
複
数
診
療

科
と
多
職
種
で
構
成
す
る
専
門
チ

ー
ム
に
よ
り
、
透
析
患
者
さ
ん
を

含
め
た
経
皮
的
大
動
脈
弁
置
換
術

（T
A
V
R

）
や
経
皮
的
僧
帽
弁
ク
リ

ッ
プ
な
ど
の
最
先
端
医
療
を
安
全

か
つ
確
実
に
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
本
年
も

w
i
t
h

コ
ロ

ナ
で
の
診
療
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
登
録
医
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
本

年
も
地
域
連
携
・
入
退
院
セ
ン
タ

ー
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
登
録
医

の
先
生
方
と
の
連
携
を
さ
ら
に
ス

ム
ー
ズ
か
つ
親
密
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
登

録
医
の
先
生
方
限
定
の
予
約
紹
介

専
用
の
電
話
回
線
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で

（0
2
7
-
2
1
2
-
3
0
1
8

）
、
今
後
と
も
ご

活
用
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
も

職
員
一
丸
と
な
っ
て
感
染
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
最
先
端
医
療
を
提

供
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
に
増
し
て
の
病
診
・
病
病
連

携
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
結
び
に
、
登
録
医
の
先
生
方

の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
し

て
、
令
和

6

年
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

外来診療日 

月・火・水・木・金 

※詳細は外来担当医一覧を 
ご参照ください。 
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群馬県立心臓血管センター 

医療局長 
循環器内科第一部長 
地域医療連携室長 

 
・日本内科学会認定医 

・日本循環器学会専門医 

・日本心血管インターベンション
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新
年
あ
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し
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と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 
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年
中
は
当
セ
ン
タ
ー
の
医
療
連

携
に
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
5
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
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第
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な
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ロ

ナ
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イ
ル
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感
染
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感
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催
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収
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っ
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当
セ
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タ
ー
で
は
引
き
続
き
県
内
の

循
環
器
疾
患
の
最
後
の
砦
と
し
て
、

ま
た
、
最
新
の
循
環
器
治
療
を
継
続

提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
地

域
医
療
連
携
室
で
は
、
そ
れ
ら
の
技

術
を
医
療
連
携
を
通
し
て
先
生
方
の

診
療
の
一
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

利
用
い
た
だ
き
た
だ
き
、
よ
り
多
く

の
患
者
様
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
先

生
方
と
と
も
に
地
域
医
療
に
貢
献
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

心
・
血
管
疾
患
の
精
査
、
加
療
が
必

要
な
患
者
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
く
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
速
や
か
に
精
査
加

療
を
行
い
、
可
能
な
限
り
早
期
に
逆

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
定
期
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な
患
者

様
に
つ
き
ま
し
て
は
先
生
方
と
併
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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な
お
、
緊
急
症
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
通
り
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時
間
心
疾
患
救
急
医

療
体
制
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
緊
急
対
応
が
必
要
な
際
に
は
い

つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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携
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介
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携
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行
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
症
例
検
討
会
、
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催
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が
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す
。
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、
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が
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れ
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心心房房細細動動だだけけじじゃゃなないい？？  潜潜因因性性脳脳梗梗塞塞のの原原因因診診断断をを深深掘掘りりすするる  

― 塞栓源となりうる心疾患あれこれ ― 

≫ 循環器内科第三部長 山下 英治 

ESUSの原因として・潜在性心房細動・心臓腫瘍・大動脈原
性・卵円孔開存症（PFO）に伴う奇異性脳塞栓などが鑑別診断
としてあげられ、この診断に当たっては経食道心エコー検査
（TEE）が不可欠です。ESUS原因診断の中で最も頻度が高く
重要なのは PFOと PAFです。特に PFOは ESUS患者の 50％
に検出されます。 

外来に ESUS 精査で紹介された患者さんに対しては経胸壁
心エコー検査（TTE）およびTEEでのバブルテストで PFOに
伴うバブルの右左短絡の有無を検査します。PFOが検出され、
奇異性脳塞栓リスクが高い症例に対して経カテーテル PFO閉
鎖術を施行します。術後 6ヶ月間病態に応じて抗血栓療法を施
行します。当院では 2020年 9月から 2023年 11月までで 24

脳血管疾患は現在の日本人の死因の中で悪性新生物・心疾患
に続いて第三位（老衰除く）であり、その約 7割が脳梗塞です。
脳梗塞の原因として、心原性、アテローム性、ラクナ梗塞が一
般的で脳梗塞の約 75％を占めますが、残り 25％は特殊な原因
を含む原因不明のものです。原因不明の脳梗塞（Cryptogenic 
stroke:潜因性脳梗塞）の内、画像診断上塞栓機序を疑うものを
潜因性脳塞栓（ESUS：Embolic stroke of undetermined source）
と定義されます。 

PFO/PAF 以外に ESUS の塞栓源となりうる疾患として
PFO以外の短絡疾患（心房中隔欠損症・肺動静脈瘻）・左室内
血栓・血栓弁・心臓腫瘍（粘液腫・ランブル疣贅・乳頭状弾性
線維腫）・感染性心内膜炎および非細菌性血栓性心内膜炎（ト
ルソー症候群・Libman-Sacks心内膜炎）・下行大動脈粥腫など
があげられます。 

ESUSの診断・治療は循環器診療の総合力が試される領域
です。もし原因不明の脳塞栓患者でかかりつけ医に戻されて
いる方がいらっしゃればいつでもご紹介ください。 

            

                               

PFO閉鎖 

ESUS精査で TTE/TEEで他疾患除外後に ILR留置症例 

30％で PAF（+） 

PFO検索の紹介タイミング・当院のESUS診断 

奇異性脳塞栓リスクが高い症例に対して経カテーテル PFO閉
鎖術を施行します。術後 6ヶ月間病態に応じて抗血栓療法を施
行します。当院では 2020年 9月から 2023年 11月までで 24
例 PFO閉鎖を実施していますが、重篤な合併症なく退院され
閉鎖術後患者の脳梗塞再発は現在のところ 1例もありません。
TTE/TEE の結果で PFO 含めた塞栓源が見つからない場合に
は潜在性心房細動の可能性を疑い、植え込み型ループレコーダ
ー（Implantable loop recorder: ILR）を留置して PAFの検出を
図ります。当院では今のところ ESUS精査目的に 10例 ILR留
置しそのうち 3例 PAFを検出、それらの症例は心房細動アブ
レーションを施行し良好な結果が得られています。 

ESUS患者の約50％にPFO 

潜因性脳梗塞に対する経皮的卵円孔開存閉鎖術の手引き 第 2 版 

Perera et al。 JAMA neurology 2022 

潜因性脳梗塞（Cryptogenic Stroke）とESUS 



 

当センターは、2023 年 11月 2日よりＸ線 CT装置（シー
メンス社製 SOMATOM go.Top）を増設いたしました。 

CT 検査においては、近年増加傾向にあるなか、地域の皆様か
らの依頼に十分な対応ができない現状を重く受け止め、利便性と
効率性の向上を目的に今般の導入に至ったところであります。 
引き続き、地域の中核医療機関としての使命を果たすべく、
予約検査はもとより緊急事案も含め、十分対応できるよう努
めてまいります。 

ＣＴ室増設のご案内 放射線課より 

モバイルを用いたワークフローにより、被検者に寄り添っ
た効率的で快適な検査環境を提供します。当該装置は、被検
者の傍でタブレット端末やリモートコントローラーを用い
て、撮影から画像確認まで一連の操作を検査室内で行うこと
ができます。 
検査中は被検者から目を離すことなく、寄り添った状態で

検査できることから、介助の必要性や急変等が予測される検
査においては、効率的かつ安全に進めることができます。 

令和 5年 10月 12日（木）、群馬ロイヤルホテルにて第 16回登
録医大会を 4 年ぶりに対面で開催いたしました。たくさんの登録
医の先生方のご出席を賜り、誠にありがとうございました。 
日頃お世話になっている登録医の先生方と直接に懇談できる貴
重な機会となりました。来年度も同時期に開催を予定しておりま
すので、多くの先生方にご出席いただければ幸いです。 
今後とも当センターの地域医療連携にご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。 

第 16回 登録医大会のご報告 

当該装置は、X線検出器 64列でありながらコンパクトな外
観となっています。 
特に、ガントリー部分（円形トンネル状の部分：X線を発生
させる管球と X 線検出器で構成されている。）は開口径が
70cmと広く、圧迫感を感じさせない造りになっています。 
一方、検査時間においては、高速撮影（0.33回転/秒）を可

能としており、短時間の検査を実現しています。 
この他、検査室内においては、落ち着いて安全な検査が受
けられるようモダンな色調空間を演出しており、被検者に優
しい雰囲気づくりに努めています。 

被検者の年齢や体型、症状等の特性に応じた低侵襲医療を
可能にしています。 
当該装置は、無駄な放射線被ばく (X 線低エネルギー成分) 
を大幅にカットし、フィルター機能（Tin filter technology）と
の併用により、低線量かつ高画質な検査を提供しています。 
特に、肋骨や肩等の骨から発生するアーチファクトを効果
的に抑制できることから、整形領域のルーチン検査から消化
器領域、救急領域等の高度検査まで幅広く対応できます。 
また、被検者の体格に合わせ、造影剤使用量の低減をも可能に
しており、最適な画像再構成を自動的に行うことができます。 

第２Ｘ線ＣＴ室の増設 

第２Ｘ線ＣＴ装置の概要 

被ばく低減技術・アーチファクト低減による 

画質の最適化 

被検者に寄り添った新しい検査ワークフロー 

第２X線CT操作室と
被検者観察モニター 

0011..  

0022..  

0033..  

0044..  

第２X線CT検査室 
ガントリーと 
操作用タブレット端末 

第２X線CT検査室内 



 
群馬県立心臓血管センター 外来担当医一覧表 

※業務都合等で変更となる場合もありますので、確認のうえご連絡ください。 令和 6年 1月 1日 現在 

 

予約紹介専用（連携担当直通）   電話：０２７－２１２－３０１８ ／ Ｆａｘ：０２７－２６９－７２８６ 

1 受付時間は、午前８時３０分～１１時まで
です。 
 なお、予約再来の方は、午前８時１５分から

受付いたします。 
 
【【外外来来休休診診日日】】  

  土土曜曜、、日日曜曜、、祝祝日日  
  年年末末年年始始（（1122//2299～～11//33））  
 

2 紹介状持参の患者さんは、初診・再来に
かかわらず、総合受付６番（地域医療連携窓
口）で受付いたします。 

3 当院は「紹介型外来」を行っており、紹
介状持参の患者さんを優先して診療いたし
ます。 

 地域医療連携室では、先生方から事前に
患者情報を御連絡いただいたうえで、診察
日時を予約いたします。ＦＡＸ用診察申込

書またはＦＡＸ用検査予約申込書≪ＭＲＩ・
ＣＴ・シンチグラム・骨密度（ＤＸＡ法)≫を御
利用ください。 

 円滑に診療を進めるためにも、事前予約
を御活用ください。 
 なお、午後５時以降、または休診日にお

口 

送りいただいたＦＡＸへの対応は、翌日また

は休診日明けとなります。 
 あらかじめ、ご了承ください。 
 

 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
 

 
患者さんの待ち時間を少なくするために、
御協力をお願い致します。 
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